
新
体
制
で
の

活
動
内
容

新
体
制
で
の

活
動
内
容

新
体
制
で
の

活
動
内
容

◦
12
月
14
日
（
木
）

　
令
和
５
年
12
月
定
例

会
に
お
い
て
委
員
会
付

託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い

て
審
査
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◦
調
査
の
概
要

　
よ
り
厳
し
く
な
っ
て
い
く
財
政
状
況
を

改
革
し
て
い
く
た
め
の
「
江
田
島
市
行
財

政
経
営
計
画
」
の
進
捗
状
況
と
本
来
の
目

的
に
向
か
っ
て
適
切
に
進
ん
で
い
る
の
か

を
調
査
し
、
議
会
と
し
て
の
行
政
監
視
お

よ
び
事
業
の
実
効
性
を
確
認
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
担
当
部
局
か
ら
説
明
を
受
け

調
査
を
行
っ
た
。

◦
調
査
し
た
項
目

・
未
利
用
財
産
の
売
却
の
推
進

・
外
郭
団
体
等
の
適
正
管
理
の
推
進

・
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

・
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の
推
進

・
事
務
事
業
総
点
検
の
実
施

・
成
果
志
向
に
よ
る
施
策
・
事
業
の
構
築

・
補
助
制
度
の
見
直
し

・
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し

◦
委
員
会
の
意
見

　
使
用
料
等
の
負
担
増
や
支
援
削
減
が
必

要
な
場
合
は
、
十
分
な
説
明
を
行
い
、
市

民
や
団
体
が
理
解
す
る
よ
う
心
掛
け
る
と

同
時
に
、
経
営
計
画
に
従
事
す
る
市
職
員

は
計
画
内
容
を
熟
知
し
、
協
力
し
て
進
行

さ
せ
る
こ
と
が
達
成
度
向
上
に
つ
な
が
る
。

事
務
事
業
の
見
直
し
に
お
い
て
は
、
現
在

と
将
来
の
財
政
状
況
を
共
有
し
、
効
果
的

な
改
革
を
進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

◦
調
査
の
概
要

　
広
島
県
で
は
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
２

年
間
、「
個
別
最
適
な
学
び
に
関
す
る
実

証
研
究
」
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
中
で
三
高

小
学
校
が
「
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育
」
を
参

考
に
し
た
自
立
・
協
働
学
習
に
取
り
組
ん

だ
。
そ
こ
で
２
年
間
の
成
果
と
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
視
察
・
調
査
を
行
っ
た
。

◦
委
員
会
の
意
見

　
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育
を
参
考
に
し
た
学

習
は
、
児
童
数
の
少
な
い
江
田
島
市
の
学

校
に
適
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
え
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
の
良
い
部

分
を
取
り
入
れ
な
が
ら
学
校
教
育
の
推
進

を
望
む
。

　

一
方
で
、
教
員
の
理
解
度
の
差
に
対

処
す
る
た
め
、

今
後
も
研
修

や
連
携
を
強

化
し
、
悩
み

や
孤
立
し
な

い
仕
組
み
を

構
築
す
る
こ

と
が
重
要
と

考
え
る
。

◦
調
査
の
概
要

　

全
国
的
に
進
め
ら
れ
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
既
に
小
・
中
学
校
に

一
人
一
台
の
端
末
が
導
入
さ
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
が
整
備
さ
れ
た
。　

　
調
査
で
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
事
業

の
目
標
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
が
ど
の
よ

う
に
授
業
に
活
か
さ
れ
て
い
る
の
か
、
学

校
現
場
で
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
視

察
・
調
査
を
行
っ
た
。

◦
委
員
会
の
意
見

　
端
末
を
活
用
し
た
一
斉
学
習
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
学
習
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
教
職
員
研
修
会
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

の
追
加
配
置
が
実
施
さ
れ
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

が
進
展
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
環
境
整
備

だ
け
で
な
く
、
教
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が

不
可
欠
で
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
中
心

と
し
た
指

導
者
教
育

や
地
元
の

Ｉ
Ｔ
企
業

と
の
協
力

が
必
要
と

考
え
る
。

行
財
政
経
営
計
画

い
じ
め
と
不
登
校

イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
事
業

調
査
報
告

旧
ユ
ウ
ホ
ウ
紡
績
工
場
跡
地

◦
調
査
の
概
要

　
令
和
３
年
５
月
に
民
間
企
業
か
ら
寄
付
を
受
け
た
旧
ユ
ウ
ホ

ウ
紡
績
工
場
跡
地
に
つ
い
て
、
土
地
状
況
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
地
中
に
構
造
物
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
報
告
を
受
け

た
。
そ
こ
で
、
実
際
に
現
地
を
視
察
し
、
そ
の
後
、
関
係
部
局

へ
質
疑
を
行
っ
た
。

◦
委
員
会
の
意
見

　
土
地
状
況
調
査
結
果
に
よ
り
、
地
中
構
造
物
な
ど
が
発
見
さ

れ
、
こ
れ
ら
の
撤
去
に
は
高
額
な
費
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
企
業
誘
致
の
た
め
に
は
市
民
の
理
解
が
不

可
欠
で
あ
り
、
費
用
対
効
果
や
持
続
可
能
な
解
決
策
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
企
業
誘
致
が
進
ま
な
い
場
合
に
は
、
公
園
や

環
境
教
育
施
設
、
文
化
施
設
、
自
衛
隊
施
設
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

方
向
か
ら
の
活
用
が
柔
軟
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
国
や

県
の
協
力
も
重
要
で
あ
る
。
公
募
要
項
策
定
時
に
は
市
民
の
声

を
反
映
し
、
多
様
な
企
業
が
参
入
し
や
す
い
条
件
を
整
え
、
紡

績
工
場
跡
地
の
有
効
活
用
と
市
の
発
展
を
期
待
す
る
。

◦
調
査
の
概
要

　
近
年
、
全
国
的
に
も
い
じ
め
の
認
知
件
数
や
不
登
校
の
増
加

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
市
に
お
い
て
の
状
況
の
確

認
と
児
童
生
徒
の
状
況
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
に
質
疑
と
市

内
中
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム

の
様
子
に
つ
い
て
視
察
を
行
っ
た
。

◦
委
員
会
の
意
見

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
視
察
で
は
、
不
登
校
児
童
に

対
す
る
取
り
組
み
に
お
い
て
、
ま
ず
は
「
学
校
に
来
る
」
こ
と

を
基
本
に
し
、
家
庭
訪
問
や
個
別
指
導
な
ど
学
習
の
個
別
最
適

化
を
目
指
し
て
お
り
、
現
状
を
把
握
し
つ
つ
児
童
生
徒
の
個
性

に
応
じ
た
対
応
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
い
じ
め
や
不
登
校
に
対

す
る
市
内
小
中
学
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
の
説

明
が
あ
り
、
特
に
不
登
校
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
教
育
委
員
会
や
学

校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
家
庭
の
連
携
強
化
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
も
組

織
的
か
つ
持
続
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
よ
う
支
援
体
制
の

充
実
が
求
め
ら
れ
る
。

総務文教 常任委員会
総務部、企画部、危機管理監、会計課、議会事務局、
監査委員、選挙管理委員会、公平委員会、固定資産
評価審査委員会、消防および教育委員会の所管に関
する事務ならびに他の委員会に属さない事務

令和３年11月～令和５年
10月の間に委員会で調査
し、議長に報告した内容
を紹介します

２年間の総まとめ

異年齢が共同で授業を受ける様子

ICT端末を活用した理科の授業

敷地内の盛り土や地中埋設物がある部分、
地下貯水槽を確認

不登校スペシャルサポートルームの様子




